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日本万国博覧会記念公園の活性化に向けた将来ビジョンについて 答申(案）　～ 概 要 版 ～





■審議の経緯





平成26年4月から大阪府が万博記念公園を管理運営するにあたり、緑を守り、育てるとともに、公園の活性化方策など新たな魅力を創出することが必要であることから、公園の将来ビジョンについて、万博記念公園運営審議会に諮問。





○平成26年11月27日　第4回審議会


○平成27年 1月22日　第5回審議会（答申）　


＊他に魅力創出部会及び緑整備部会を各4回開催





○平成26年2月20日　第1回審議会　(諮問)


○平成26年7月14日　第2回審議会


○平成26年8月26日　第3回審議会（中間報告）





■目指すべき公園像











緑と文化･スポーツを介して人類の創造力の源泉である生命力と感性が磨かれる公園





取り組み内容（主なもの）





７つの基本方針





４つの目標像





⑦ 全ての人が安心して快適に利用


できる公園








 【基　本　理　念】　緑に包まれた文化公園


【基　本　テーマ】  人類の進歩と調和





人と自然の調和





シンボルゾーンを中心に文化と美を体験・創造し発信する公園








○公園中央口から太陽の塔、日本庭園に続く通り一帯をｼﾝﾎﾞﾙｿﾞｰﾝと位置づけ、重点的に整備（中央口から日本庭園へのヴィスタ（眺望）の形成）


○大阪万博50周年（H32年）をｼﾝﾎﾞﾙｲﾔｰして位置づけ、様々なｲﾍﾞﾝﾄを実施　　○園内を芸術文化創作の場とし、若手芸術家を発掘


○「太陽の塔」の整備・文化財登録及び世界遺産登録　　○文化施設・教育機関との連携強化及び活用（民博、民芸館、旧児文館、阪大など）





○万博記念公園の骨格となる緑の承継維持


※人工地盤の上の自然の再生　※多様な景観、生物多様性、多様な活動のある森を目指す　※「自然観察学習館」等の子どもが森を楽しみ学ぶ場の提供　など


○水系の保全と活用　※新たな水辺景観の創出、親水施設の整備、水辺の遊び場の創出　など





② 地球環境保全・再生に貢献する


公園








世界への文化と


美の発信





③ 緑の中で人々が憩い活動し


自然の美に感動する公園








○周辺地域と公園空間を連続させるアプローチ施設の改善　　　○園内移動手段、園内施設の充実（ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝへの配慮）　　


○地元市、警察、道路管理者等と密に連携した交通渋滞対策の検討・実施　　　○大規模災害に備えた防災機能の改善





○森づくりのプロが仕事への誇りを持ちながら多くの仲間と公園づくりを行う仕組みの構築（ﾊﾟｰｸﾚﾝｼﾞｬｰの導入）　　　○日本庭園「八景」の設定





④ 国内外から多くの人が訪れる公園





○万博記念公園駅前周辺地区の活用（事業者誘致）　　○食の拠点づくり（中央口、日本庭園休憩所など）　　　○南側ゾーン活性化事業との連携





人々の交流と創造





⑤ 健康づくりを支援する公園








○既存施設（ｻｯｶｰ、野球など）の再編、新しいスポーツ分野の拠点機能  　○スポーツ文化の拠点としての機能強化（子供から大人、ｱﾏからﾌﾟﾛ）


○生涯スポーツ機能の強化　　○多彩な競技･行催事開催の場として記念競技場を有効活用　  ○広域規模大会の開催





⑥ 多様なライフスタイルを実践できる


公園








○民間団体による園内プログラム提供拠点の設定　 ※「自然観察学習館」「水車茶屋」等での家族向け観察会、森林セラピー、健康増進プログラムなど


○学校行事での利用促進　※幼稚園から高校までの校外学習の誘致、サークル活動の支援など大学との連携





持続的な魅力の創出





■目標年次と年次計画





■広報　[対象コンテンツの選択と集中]








◆目標年次


平成32年（2020年）を節目とし、平成42年（2030年）とする。


長期的に行うべき森の育成は、平成82年（2070年）とする。　





◆年次計画　[短期・中期・長期で設定]


○短期（H27～H29年度）、中期（H30～H32年度）、長期（H33年度以降）と設定し、　


実施イベントや施設整備を含めた年次（収支）計画を策定


※計画策定にあたっては、ブランディング・魅力創出と収支バランスに留意


※H32年度の大阪万博50周年記念イベント実施の検討。以後、5年ごとの周年イベント


実施に合わせた周年記念整備を行い、節目ごとの公園整備実施を検討





○ノウハウの蓄積と柔軟な運営により、魅力的な公園形成がなされる運営手法について検討が必要　（長期間の指定管理者制度導入・地方独立行政法人化など）


○公園の魅力づくりに園外を含めた多様な団体が様々な手法で運営に参加できる仕組みの検討


（企業ＣＳＲ、企業・個人による寄付、マスメディアによる広報、ＮＰＯ活動、研究機関との共同研究、パークマネジメントやブランディングなどの専門家による助言など）


○利用者サービスの充実による公園の魅力向上　※施設の多様な料金設定（共通ﾁｹｯﾄなど）、駐車場料金体系の見直し、各施設の開園・閉園時刻の見直しなどの検討





【来園者数の目標（自然文化園・日本庭園）】


現状：180万人　⇒　H27年度：200万人 ⇒　H32年度：300万人　⇒　更に増加


[外国人観光客]　現状：推計約1万人 ⇒ H32年度：10万人 ⇒ 更に増加





■公園運営　[持続可能な運営体制の構築]








○太陽の塔を中心に、海外からの旅行者の口コミネットワークで知名度が拡散される仕組みづくりの検討・実施　　


○ロゴ・シンボルによる各種印刷物のデザイン統一化　　○園内での快適な体験をｻﾎﾟｰﾄするｱﾌﾟﾘ開発や園内ＷｉＦｉ環境整備


○園内情報の多言語化対応　　○公園全体の愛称も含め、日本庭園の見所など、呼称がない園内施設のﾈｰﾐﾝｸﾞ





■事業者誘致　[収益性の確保と公園ブランディングの両立]





【万博記念公園駅前地区】　公園の魅力向上や利便性を高める事業者の誘致検討　　　【外周道路沿い】 ロードサイドに適した商業・スポーツ施設等の誘致検討　　　【自然文化園・日本庭園】 緑の中のカフェなど飲食物販施設や日本文化を伝える高級料亭等の誘致検討








